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―
新
居
浜
市
の
概
要
な
ど

を
紹
介
し
て
下
さ
い
。

　

玉
井
局
長　

本
市
は
愛
媛

県
東
部
、
四
国
地
方
の
瀬
戸

内
海
側
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
、
人
口
約
12
万
人
の
都
市

で
す
。
１
６
９
１
年
の
別
子

銅
山
の
開
坑
以
来
、
重
化
学

工
業
が
発
達
し
、
臨
海
部
は

四
国
屈
指
の
工
業
地
帯
を
形

成
し
て
い
ま
す
。現
在
は「
東

洋
の
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
」
と
呼

ば
れ
る
別
子
銅
山
の
東
平

（
と
う
な
る
）
地
区
に
残
る

貯
鉱
庫
跡
な
ど
、
貴
重
な
産

業
遺
産
を
活
用
し
、「
―
豊

か
な
心
で
幸
せ
つ
む
ぐ
―
人

が
輝
く 

あ
か
が
ね
の
ま
ち 

に
い
は
ま
」
に
向
け
、
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

―
水
道
創
設
70
周
年
を
迎

え
て
の
感
想
や
改
め
て
の
決

意
な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

玉
井　

本
市
の
水
道
事
業

は
１
９
４
６
年
の
南
海
地
震

の
影
響
で
、
市
街
地
区
域
で

水
源
で
あ
る
地
下
水
の
塩
水

化
や
水
位
低
下
が
発
生
し
、

上
水
道
設
置
の
要
望
が
高

ま
っ
た
の
が
契
機
と
な
り
、

１
９
５
４
年
３
月
に
新
居
浜

市
上
水
道
布
設
の
事
業
認
可

を
取
得
し
、
創
設
さ
れ
ま
し

た
。

　

私
は
１
９
９
４
年
４
月
に

新
居
浜
市
へ
採
用
後
、
建
設

部
や
経
済
部
を
経
て
、
２
０

１
４
年
４
月
か
ら
下
水
道
事

業
な
ど
に
携
わ
り
、
今
年
４

月
か
ら
上
下
水
道
局
長
を
務

め
て
い
ま
す
。
本
市
の
上
水

道
事
業
は
今
年
で
創
設
70
周

年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
こ
の

間
に
お
け
る
先
人
た
ち
の
ご

労
苦
に
感
謝
を
申
し
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

９
月
に
は
新
居
浜
市
水
道

創
設
70
周
年
記
念
イ
ベ
ン

ト
「
新
居
浜
水
道
フ
ェ
ス
タ

２
０
２
４
」
を
市
内
商
業
施

設
で
開
催
し
、
多
く
の
方
に

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

フ
ェ
ス
タ
は
若
手
職
員
を
中

心
に
企
画
立
案
し
て
も
ら
う

と
と
も
に
、
準
備
や
運
営
は

全
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
企
業
の
協
力
を

得
て
、
上
水
道
に
加
え
て
下

水
道
の
関
連
ブ
ー
ス
も
出
展

さ
れ
る
な
ど
、
官
民
で
連
携

し
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
事

業
経
営
を
実
現
し
て
い
く
こ

と
に
つ
い
て
、
局
内
で
再
認

識
す
る
良
い
機
会
に
な
り
ま

し
た
。
市
民
に
も
安
全
・
安

心
な
水
道
水
を
届
け
る
た
め

の
取
り
組
み
や
、
南
海
ト
ラ

フ
地
震
な
ど
へ
の
備
え
な

ど
、
水
の
大
切
さ
を
改
め
て

理
解
し
て
い
た
だ
け
る
イ
ベ

ン
ト
に
な
っ
た
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
先
人
が
築

い
て
こ
ら
れ
た
貴
重
な
財
産

を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
本
市

に
お
け
る
上
水
道
事
業
の
現

状
と
課
題
を
的
確
に
把
握

し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
、
安

心
し
て
飲
む
こ
と
が
で
き
る

お
い
し
い
水
道
水
の
供
給
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。
南
海
ト

ラ
フ
地
震
な
ど
自
然
災
害
発

生
時
に
も
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

機
能
を
確
保
し
、
よ
り
安
全

で
安
定
し
た
給
水
が
で
き
る

よ
う
、
な
お
一
層
の
努
力
を

積
み
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　

―
上
水
道
事
業
の
現
状
や

実
施
中
の
計
画
・
重
点
事
業

な
ど
は
い
か
が
で
す
か
。

　

玉
井　

本
市
の
上
水
道
事

業
は
１
９
５
４
年
の
創
設
以

来
、
６
次
に
わ
た
る
拡
張
事

業
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
２

０
２
３
年
度
末
の
事
業
規
模

は
給
水
人
口
11
万
８
９
３

人
、
１
日
最
大
配
水
量
４
万

３
４
８
立
方
㍍
、
普
及
率

97
・
７
％
、
有
収
率
90
・
７
％

な
ど
で
す
。
水
源
は
全
量
が

地
下
水
で
、
施
設
は
水
源
地

22
カ
所
、
送
水
場
・
中
継
場

19
カ
所
、
配
水
池
９
カ
所
な

ど
を
有
し
、
管
路
総
延
長
は

約
６
２
２
㌔
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

本
市
で
は
上
水
道
事
業
の

中
長
期
的
な
経
営
基
本
計
画

と
し
て
、
２
０
１
０
年
度

に
『
新
居
浜
市
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
』、
中
長
期
的
な
投
資
・

財
政
計
画
と
し
て
、
２
０
１

８
年
度
に
『
新
居
浜
市
水
道

事
業
経
営
戦
略
』
を
そ
れ
ぞ

れ
策
定
し
、
様
々
な
施
策
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

た
だ
、
上
水
道
事
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化

し
て
お
り
、
本
市
も
少
子
化

に
伴
う
給
水
人
口
や
水
需
要

の
減
少
、
老
朽
化
施
設
の
更

新
需
要
の
増
加
が
急
速
に
進

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
発
生

が
予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ

地
震
を
は
じ
め
、
災
害
へ
の

備
え
な
ど
取
り
組
む
べ
き
課

題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
、
２
０
２
０
年
度
に
『
新

居
浜
市
新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
』

を
策
定
し
ま
し
た
。『
新
居

浜
市
新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
』
で

は
、
基
本
理
念
に
「
お
い
し

い
水
を
、
子
ど
も
た
ち
へ
～

潤
い
の
あ
る
街
、
に
い
は
ま

～
」
を
掲
げ
、「
安
全
」「
強

靱
」「
持
続
」
の
施
策
目
標

と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
目
標

を
実
現
す
る
た
め
、
施
策
方

針
お
よ
び
具
体
的
な
施
策
を

設
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、「
強
靱
」
で

は
災
害
に
強
く
、
安
定
供
給

で
き
る
水
道
を
目
指
す
た

め
、
施
設
の
更
新
・
耐
震
化

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
本

市
の
３
給
水
区
域
に
お
い

て
、
送
水
場
・
配
水
池
の
整

備
を
順
次
進
め
る
と
と
も

に
、
各
給
水
区
に
応
急
給
水

拠
点
１
カ
所
を
整
備
す
る
方

針
で
す
。
ま
た
、
配
水
池
へ

の
緊
急
遮
断
弁
の
設
置
や
、

公
園
内
へ
の
応
急
給
水
栓
の

整
備
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　
「
持
続
」
で
は
将
来
に
わ

た
り
、
健
全
で
安
定
し
た
経

営
を
持
続
で
き
る
上
水
道
事

業
を
目
指
す
た
め
、
２
０
２

２
年
10
月
に
水
道
料
金
の
改

定
を
行
い
ま
し
た
。
料
金
改

定
は
１
９
９
７
年
度
以
来
25

年
振
り
で
、
平
均
改
定
率
は

32
・
８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
毎
年
度
の
決
算
に

お
け
る
事
業
の
実
施
状
況
や

財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
定
期

的
に
料
金
改
定
の
要
否
に
つ

い
て
検
討
を
行
い
、
効
率
的

な
事
業
運
営
と
必
要
な
財
源

確
保
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　

―
上
水
道
事
業
の
今
後
の

目
標
・
課
題
は
…
。

　

玉
井　

２
０
１
８
年
度
に

策
定
し
た
『
新
居
浜
市
水
道

事
業
経
営
戦
略
』
も
５
年
が

経
過
し
、
材
料
費
な
ど
の
物

価
高
騰
を
は
じ
め
、
人
口
動

向
や
有
収
水
量
な
ど
を
見
据

え
た
今
後
の
更
新
需
要
な
ど

の
見
直
し
と
と
も
に
、
適
切

な
資
金
残
高
や
企
業
債
残
高

な
ど
に
つ
い
て
再
検
討
を
行

い
、
２
０
２
３
年
度
に
改
訂

し
ま
し
た
。

　

近
年
多
発
す
る
地
震
に
よ

る
水
道
施
設
の
被
害
状
況
な

ど
を
踏
ま
え
、
10
年
間
の
投

資
計
画
で
、
施
設
お
よ
び
基

幹
管
路
の
耐
震
化
な
ど
を
加

速
さ
せ
ま
す
。
事
業
内
容
は

配
水
池
の
耐
震
化
・
長
寿
命

化
、
基
幹
や
給
水
区
域
拡
大

関
連
な
ど
の
管
路
整
備
、
重

要
給
水
施
設
へ
の
配
水
管
耐

震
化
、
道
路
整
備
な
ど
に
係

る
配
水
管
の
新
設
お
よ
び
老

朽
管
の
更
新
・
耐
震
化
、
水

源
施
設
の
設
備
更
新
な
ど

で
、
総
額
約
１
２
７
億
円
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

一
方
、
官
民
連
携
手
法
の

導
入
・
拡
大
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

２
０
２
３
年
度
に
国
土
交
通

省
の
「
下
水
道
事
業
の
Ｐ
Ｐ

Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
案
件
形
成
に

関
す
る
方
策
検
討
」
の
モ
デ

ル
都
市
に
選
定
い
た
だ
き
、

水
道
事
業
お
よ
び
工
業
用
水

道
事
業
も
含
め
、
導
入
可
能

性
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
事
業
方
式
は

維
持
管
理
と
更
新
を
一
体
的

に
行
う
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ

の
う
ち
、
新
た
に
示
さ
れ
た

管
理
・
更
新
一
体
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
方
式
（
レ
ベ
ル
約
３
・

５
）
と
し
、
上
水
道
事
業
は

更
新
支
援
型
で
の
実
施
を
考

え
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
こ
れ
ら
の
着
実
な

実
施
に
向
け
て
は
、
今
後
も

人
員
不
足
の
深
刻
化
が
予
想

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
官
民
連

携
手
法
の
導
入
・
拡
大
に
際

し
、
局
内
も
限
ら
れ
た
人
員

で
最
大
限
の
効
果
が
発
揮
で

き
る
よ
う
、
上
・
工
・
下
水

道
事
業
を
横
断
的
に
担
え
る

職
員
を
育
て
る
と
と
も
に
、

地
元
企
業
を
中
心
に
技
術
力

の
維
持
・
向
上
を
図
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
事
業
内
容
を

想
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

同
時
に
相
互
に
技
術
力
を
維

持
し
な
が
ら
、『
新
居
浜
市

新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
』
の
基
本

理
念
の
実
現
を
目
指
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ

Ｐ
の
導
入
可
能
性
調
査
を
進

め
て
お
り
、
デ
ュ
ー
デ
リ

ジ
ェ
ン
ス
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
サ

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
幸
い

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
で
は

多
く
の
反
響
を
い
た
だ
き
、

民
間
企
業
の
関
心
の
高
さ
を

実
感
し
て
い
ま
す
。
今
後
は

今
年
度
中
に
事
業
概
要
の
公

表
、
２
０
２
５
～
２
０
２
６

年
度
で
実
施
方
針
や
要
求
水

準
書
、
募
集
要
項
な
ど
の
公

表
、
事
業
者
選
定
を
進
め
、

２
０
２
７
年
度
か
ら
の
事
業

開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

―
こ
れ
か
ら
の
水
道
事
業

の
あ
り
方
・
方
向
性
、
国
・

関
係
機
関
へ
の
要
望
な
ど
で

締
め
く
く
っ
て
下
さ
い
。

　

玉
井　

水
道
は
市
民
生
活

に
必
要
不
可
欠
な
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
で
す
が
、「
ヒ
ト
」「
モ

ノ
」「
カ
ネ
」
の
問
題
が
深

刻
化
し
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま

す
加
速
化
す
る
こ
と
が
確
実

な
状
況
に
あ
る
と
と
も
に
、

取
り
巻
く
経
営
環
境
は
厳
し

く
、
し
か
も
年
々
厳
し
さ
が

増
し
て
い
ま
す
。
広
域
化
に

つ
い
て
は
、『
愛
媛
県
水
道

広
域
化
推
進
プ
ラ
ン
』（
２

０
２
２
年
７
月
策
定
）
で
、

本
市
が
位
置
す
る
東
予
地
域

に
お
い
て
は
、
施
設
の
共
同

設
置
・
共
同
利
用
に
よ
る
効

果
が
見
込
ま
れ
な
い
と
結
論

さ
れ
て
お
り
、
実
現
が
難
し

い
の
が
実
情
で
す
。

　

上
水
道
事
業
は
今
年
４
月

か
ら
、
下
水
道
事
業
と
同
じ

国
土
交
通
省
に
移
管
さ
れ
、

上
下
水
道
一
体
に
よ
る
事
業

の
効
率
化
・
高
度
化
・
基
盤

強
化
の
取
り
組
み
な
ど
を
推

進
す
る
方
針
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
Ｄ

Ｘ
な
ど
を
最
大
限
活
用
し
、

上
下
水
道
、
さ
ら
に
工
業
用

水
道
も
含
め
て
一
体
的
に
持

続
可
能
な
事
業
経
営
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
地
元
企

業
を
軸
と
し
た
官
民
連
携
と

し
て
、
上
・
工
・
下
水
道
一

体
で
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ

の
導
入
な
ど
も
急
務
で
す

が
、
し
っ
か
り
と
制
度
設
計

や
体
制
構
築
を
し
て
い
く
こ

と
も
重
要
で
す
。
メ
リ
ッ
ト

ば
か
り
で
な
く
、
懸
念
さ
れ

る
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
も

十
分
に
目
を
向
け
な
が
ら
、

慎
重
に
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
１
月
に
発
生

し
た
能
登
半
島
地
震
を
は
じ

め
、
災
害
に
お
け
る
水
道
施

設
の
被
災
状
況
や
復
旧
状
況

を
目
の
当
た
り
に
し
、
施
設

の
強
靱
化
を
加
速
さ
せ
る
こ

と
が
必
要
だ
と
再
認
識
し
ま

し
た
。
た
だ
、
こ
の
実
現
に

は
執
行
体
制
と
財
源
の
確
保

が
必
要
で
す
。

　

執
行
体
制
に
つ
い
て
は
、

上
下
水
道
一
体
で
の
組
織
強

化
と
官
民
連
携
で
構
築
し
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す

が
、
財
源
確
保
に
つ
い
て
は

国
な
ど
の
財
政
支
援
が
不
可

欠
で
す
。
こ
の
た
め
、
財
政

支
援
の
拡
充
お
よ
び
要
件
緩

和
な
ど
を
実
現
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
水
道

創
設
70
周
年
の
節
目
を
機

に
、
上
下
水
道
局
が
一
体
と

な
っ
て
、
諸
課
題
に
取
り
組

む
体
制
づ
く
り
を
さ
ら
に
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

１
、
は
じ
め
に

　

新
居
浜
市
は
、
北
は
瀬
戸

内
海
、
南
は
四
国
山
脈
に
囲

ま
れ
た
場
所
に
位
置
し
、
古

く
か
ら
豊
富
な
水
に
恵
ま
れ

て
い
ま
し
た
が
、
１
９
４
６

年
南
海
地
震
の
地
殻
変
動
に

よ
り
、
海
岸
部
に
近
い
市
街

地
区
域
で
、
井
戸
水
の
塩
水

化
や
水
位
低
下
な
ど
の
現
象

が
起
き
ま
し
た
。
こ
の
現
象

は
年
を
経
る
ご
と
に
深
刻
化

し
て
い
き
、
生
活
用
水
や
飲

料
水
の
確
保
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
た
こ
と
か
ら
、
全

市
的
に
上
水
道
設
置
の
要
望

が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
東
京
大
学
名
誉

教
授
の
広
瀬
孝
六
郎
博
士
の

指
導
に
よ
り
、
１
９
５
４
年

に
上
水
道
布
設
事
業
計
画
を

策
定
し
、
同
年
３
月
に
事
業

認
可
を
受
け
、
現
Ｊ
Ｒ
予
讃

線
以
北
の
尻
無
川
以
西

を
給
水
区
域
と
し
て
、

新
居
浜
市
上
水
道
事
業
が
創

設
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
、
拡
張
事
業
の
概
要

　

そ
の
後
も
数
次
に
わ
た
る

町
村
合
併
に
よ
り
、
合
併
地

区
の
簡
易
水
道
を
統
合
し

て
、
給
水
区
域
を
順
次
拡
大

さ
せ
て
き
ま
し
た
。
た
だ
、

当
時
の
水
道
施
設
の
多
く

は
、
合
併
前
の
町
村
簡
易
水

道
で
設
置
さ
れ
て
お
り
、
急

増
す
る
水
需
要
に
対
応
す
る

に
は
十
分
で
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、
給
水
人
口

の
増
加
や
生
活
様
式
の
多
様

化
な
ど
に
よ
る
水
需
要
の
増

加
に
対
応
す
る
た
め
、
１
９

７
０
年
３
月
に
水
道
統
合
事

業
の
認
可
（
３
次
拡
張
事

業
）
を
得
て
、
１
９
７
０
年

度
か
ら
長
期
事
業
と
し
て
、

整
備
拡
張
事
業
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　

そ
れ
以
降
、
途
中
再
度
の

計
画
認
可
変
更
（
４
次
・
５

次
拡
張
事
業
）
を
得
て
、
第

５
次
拡
張
事
業
（
１
９
７
５

年
度
～
）
が
完
了
し
た
１
９

８
０
年
度
に
は
、
市
内
の
３

つ
の
給
水
区
域
そ
れ
ぞ
れ
に

配
水
池
を
設
置
し
、
市
内
全

域
で
上
水
道
が
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。　
　

　

第
６
次
拡
張
事
業
（
１
９

９
１
年
度
～
）
で
は
、
都
市

化
の
進
展
に
よ
る
給
水
需
要

の
増
大
に
よ
り
、
１
日
最
大

給
水
量
を
増
加
さ
せ
た
整
備

目
標
を
掲
げ
て
、
拡
張
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
後

は
、
施
設
の
効
率
的
な
運
用

や
水
質
の
安
全
性
、
信
頼
性

を
よ
り
高
め
る
こ
と
を
目
指

し
、
水
道
施
設
の
集
中
監
視

シ
ス
テ
ム
の
導
入
（
１
９
９

６
年
度
）、
水
道
水
質
検
査

セ
ン
タ
ー
の
設
置
（
１
９
９

７
年
度
）、
除
マ
ン
ガ
ン
施

設
の
設
置
（
２
０
０
４
年

度
）
を
行
い
、
施
設
の
整
備

充
実
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

３
、
『
新
居
浜
市
水
道
事

業
経
営
戦
略
』の
策
定
と
『
新

居
浜
市
新
水
道

ビ
ジ
ョ
ン
』
の

改
定

　

し
か
し
、
近

年
の
人
口
減
少

な
ど
を
は
じ
め

と
し
た
、
水
道

事
業
を
取
り
巻

く
環
境
の
変
化

を
踏
ま
え
、
安

定
的
に
水
道
事

業
経
営
を
継
続

し
て
い
く
た

め
、
中
長
期
的

な
投
資
・
財
政

計
画
の
見
通
し

を
立
て
た
経
営

面
で
の
最
上
位

計
画
と
し
て
、

２
０
１
８
年
度

に
『
新
居
浜
市

水
道
事
業
経
営

戦
略
』
を
策
定

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
理
想
と
す
る
水
道

事
業
を
実
現
す
る
た
め
、
具

体
的
取
組
方
針
と
取
り
組
む

べ
き
施
策
を
示
し
た
『
新
居

浜
市
新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
』
を

２
０
２
０
年
度
に
更
新
し
ま

し
た
。
そ
の
間
、
２
０
１
９

年
度
に
は
、
事
業
効
率
化
な

ど
の
狙
い
か
ら
組
織
の
見
直

し
を
行
い
、
公
営
企
業
法
を

全
部
適
用
と
し
た
下
水
道
事

業
と
組
織
統
合
を
行
い
、
現

在
の
新
居
浜
市
上
下
水
道
局

が
誕
生
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

一
方
、
本
市
の
上
水
道
事

業
は
、
近
年
の
給
水
人
口
の

減
少
に
よ
る
収
益
減
少
や
、

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
へ
の

災
害
対
策
、
施
設
の
老
朽
化

対
策
、
技
術
職
員
の
不
足
に

よ
り
技
術
の
継
承
が
困
難
と

な
る
な
ど
、
多
く
の
課
題
を

抱
え
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
課
題
の
解
決
に
向
け
、
施

設
の
更
新
・
耐
震
化
な
ど
を

確
実
に
進
め
な
が
ら
、
効
率

的
で
健
全
な
事
業
経
営
を
継

続
的
に
行
う
た
め
に
は
、
水

道
料
金
の
改
定
が
避
け
ら
れ

な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、

２
０
２
１
年
度
に
新
居
浜
市

上
下
水
道
事
業
経
営
審
議
会

を
設
置
し
、
料
金
の
在
り
方

に
つ
い
て
諮
問
を
行
い
、
審

議
・
検
討
を
重
ね
た
上
で
、

審
議
会
か
ら
の
答
申
書
に
基

づ
き
、
料
金
改
定
の
方
針
を

決
定
し
ま
し
た
。
２
０
２
２

年
２
月
に
市
議
会
で
議
決
さ

れ
た
後
、
同
年
10
月
よ
り
料

金
改
定
を
実
施
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
改
定
に
よ
っ
て
、
収

支
の
状
況
は
改
善
し
ま
し
た

が
、
今
後
も
必
要
な
事
業
の

規
模
や
収
支
の
状
況
を
見
込

み
な
が
ら
、
定
期
的
に
料
金

改
定
が
必
要
か
ど
う
か
に
つ

い
て
、
検
討
を
行
っ
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

４
、
『
新
居
浜
市
水
道
事

業
経
営
戦
略
』
の
改
定

　

２
０
２
３
年
度
に
は
『
新

居
浜
市
水
道
事
業
経
営
戦

略
』
が
策
定
か
ら
５
年
が
経

過
し
、
料
金
改
定
や
電
力
料

金
の
高
騰
な
ど
に
よ
っ
て
、

収
支
の
見
通
し
な
ど
に
も
変

動
が
生
じ
た
こ
と
や
、
耐
震

対
策
を
進
め
て
い
く
た
め

に
、
投
資
計
画
の
見
直
し
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
作
業
の
間
に

発
生
し
た
能
登
地
震
で
の
水

道
管
の
被
災
状
況
を
受
け
、

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
よ

う
な
災
害
の
発
生
時
に
、
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
施
設
や
基

幹
管
路
の
耐
震
化
を
加
速
化

さ
せ
る
方
向
で
、
今
後
の
中

長
期
的
な
投
資
・
財
政
計
画

を
見
直
し
、『
新
居
浜
市
水

道
事
業
経
営
戦
略
』
の
改
訂

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

５
、
今
後
の
取
り
組
み
な

ど
　

本
市
で
は
か
ね
て
よ
り
、

市
内
の
３
つ
の
給
水
区
域

（
川
西
・
川
東
・
上
部
）
の

送
水
場
・
配
水
池
に
つ
い

て
、
耐
震
化
や
老
朽
化
対
策

を
順
次
進
め
て
い
ま
す
。
既

に
整
備
を
完
了
さ
せ
た
上
部

地
区
に
続
い
て
、
２
０
１
５

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
川

西
地
区
の
滝
の
宮
送
水
場
お

よ
び
金
子
山
配
水
池
の
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
現
在
の
取
り

組
み
と
し
て
、
滝
の
宮
送
水

場
に
つ
い
て
は
、
２
０
２
４

年
度
末
の
供
用
開
始
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
金
子

山
配
水
池
に
つ
い
て
は
、
既

存
施
設
の
耐
震
化
・
長
寿
命

化
工
事
を
２
０
２
７
年
度
の

完
成
を
目
指
し
て
進
め
て
い

ま
す
。
施
設
の
整
備
以
外
で

は
『
新
居
浜
市
新
水
道
ビ

ジ
ョ
ン
』
の
見
直
し
や
、
上

工
下
一
体
で
の
ウ
ォ
ー
タ
ー

Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
導
入
に
向
け
た
検

討
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

６
、
終
わ
り
に

　

本
市
水
道
事
業
の
創
設
か

ら
70
年
の
間
に
、
水
道
を
取

り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化

し
、
人
口
減
少
に
よ
る
給
水

収
益
の
減
少
へ
の
対
応
や
、

想
定
さ
れ
る
巨
大
地
震
へ
の

備
え
な
ど
取
り
組
ま
な
く
て

は
な
ら
な
い
課
題
は
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
の
運
営
に
係

る
費
用
の
増
大
な
ど
、
水
道

事
業
を
取
り
巻
く
環
境
の
厳

し
さ
は
、
ま
す
ま
す
加
速
す

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後

も
施
設
の
管
理
・
更
新
お
よ

び
事
業
経
営
の
両
面
か
ら
、

上
下
水
道
事
業
一
体
で
様
々

な
取
り
組
み
を
進
め
、『
新

居
浜
市
水
道
事
業
経
営
戦

略
』
お
よ
び
『
新
居
浜
市
新

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
』
で
、
基
本

理
念
と
し
て
い
る
「
お
い
し

い
水
を
こ
ど
も
た
ち
へ
」
を

実
現
で
き
る
よ
う
、
事
業
運

営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

（
執
筆
＝
新
居
浜
市
上
下
水

道
局
企
画
経
営
課
）

　

１
、
は
じ
め
に

　

新
居
浜
市
上
下
水
道
局
は

水
道
創
設
70
周
年
記
念
事
業

と
し
て
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
や

タ
ン
ブ
ラ
ー
の
作
成
、「
え

ん
と
つ
山
（
煙
突
）」
の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
、
水
に
関
す
る

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
作
品
募

集
、「
新
居
浜
水
道
フ
ェ
ス

タ
２
０
２
４
」
な
ど
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
。
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
の
概
要
を
紹

介
す
る
。

　

２
、
水
道
創
設
70
周
年
記

念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
作
成

　

同
局
で
は
水
道
創
設
70
周

年
を
記
念
し
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク

を
作
成
し
た
。
同
局
の
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
龍

新
（
た
つ
に
い
）」
と
と
も

に
、　
「
安
全
な
水
、
次
世
代

へ
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
は
、
安
全
・
安
心
な
水
を

次
世
代
へ
継
続
し
て
つ
な
い

で
い
く
と
い
う
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
。

　

３
、
水
道
創
設
70
周
年
記

念
タ
ン
ブ
ラ
ー
の
作
成

  

同
局
で
は
水
道
創
設
70
周

年
を
記
念
し
、
タ
ン
ブ
ラ
ー

を
作
成
し
た
。
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

推
進
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
分

科
会
企
画
の
「
森
の
タ
ン
ブ

ラ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
連

携
し
、
従
来
焼
却
処
分
さ
れ

て
い
た
住
宅
建
築
の
未
利
用

木
材
を
再
活
用
し
た
も
の

で
、
水
道
創
設
70
周
年
記
念

の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
て
い
る
。
タ
ン
ブ
ラ
ー

は
「
新
居
浜
水
道
フ
ェ
ス
タ

２
０
２
４
」（
９
月
28
日
）

の
会
場
で
、
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
の
回
答
者
ら
に
配
布
さ

れ
た
。

  

４
、
「
え
ん
と
つ
山
」
（
煙

突
）
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　
「
え
ん
と
つ
山
」
は
旧
製

錬
所
の
煙
突
で
、
完
成
後
１

２
０
年
が
経
過
し
た
レ
ン
ガ

造
り
の
姿
に
よ
り
、
市
民
か

ら
愛
称
で
親
し
ま
れ
、
市
の

シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

水
道
の
現
状
や
課
題
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
今
後
の
水

道
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
協
力
を
得
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
毎
年
実
施
さ
れ
て

い
る
水
道
週
間
（
６
月
１
～

７
日
）
の
期
間
中
、
市
民
に

上
水
道
事
業
へ
の
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

水
道
創
設
70
周
年
記
念
事
業

の
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
周
知
な

ど
を
図
る
た
め
、
水
色
に
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。

  

５
、
水
に
関
す
る
図
画
・

ポ
ス
タ
ー
の
作
品
募
集

　

同
市
の
水
道
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
い
、
水
の
大
切

さ
を
今
一
度
考
え
て
も
ら
う

た
め
、
市
内
小
学
生
を
対
象

に
、
水
に
関
す
る
図
画
・
ポ

ス
タ
ー
の
作
品
を
募
集
し

た
。応
募
総
数
１
０
３
点（
図

画
部
門
18
点
、
ポ
ス
タ
ー
部

門
85
点
）
の
う
ち
、
最
優
秀

賞
２
点
（
各
部
門
１
点
）、

優
秀
賞
４
点
（
各
部
門
２

点
）、
入
賞
20
点
（
各
部
門

合
計
）が
選
ば
れ
た
。ま
た
、

最
優
秀
賞
２
点
と
優
秀
賞
４

点
の
応
募
者
は
「
新
居
浜
水

道
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４
」
で

表
彰
さ
れ
た
。
な
お
、
会
場

で
は
こ
れ
ら
の
作
品
が
展
示

さ
れ
た
。

　

６
、「
新
居
浜
水
道
フ
ェ

ス
タ
２
０
２
４
」

　

新
居
浜
市
水
道
創
設
70
周

年
記
念
事
業
の
一
環
で
、
市

民
に
水
道
事
業
へ
の
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
た
め
、
今
年

９
月
28
日
に
「
新
居
浜
水
道

フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４
」
を
イ

オ
ン
モ
ー
ル
新
居
浜
で
開
催

し
た
。
会
場
で
は
安
全
・
安

心
な
水
道
水
を
供
給
す
る
た

め
の
取
り
組
み
や
地
震
へ
の

備
え
な
ど
、
水
の
大
切
さ
を

再
認
識
で
き
る
各
種
ブ
ー
ス

な
ど
の
出
展
を
は
じ
め
、
水

道
施
設
の
写
真
な
ど
の
パ
ネ

ル
展
示
、
給
水
車
に
よ
る
給

水
活
動
体
験
、
キ
ー
ワ
ー
ド

形
式
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、

水
質
実
験
な
ど
が
行
わ
れ

た
。

　

ま
た
、
全
国
の
マ
ン
ホ
ー

ル
カ
ー
ド
の
展
示
、
企
業
に

よ
る
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
で
の

製
品
実
演
、
下
水
汚
泥
由
来

の
肥
料
配
布
な
ど
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

関
連
ブ
ー
ス
、
子
ど
も
向
け

の
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い

や
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
な
ど
様
々

な
企
画
も
催
さ
れ
、
市
民
ら

１
０
０
０
人
が
来
場
し
た
。

来
場
者
か
ら
は
「
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
だ
っ
た
」
な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

新山根配水池 清住送水場の浄水施設（除鉄・除マンガン施設)滝の宮送水場の送水ポンプ

地下式の金子山配水池の全景

水道フェスタで水の実験コーナー 水道フェスタで給水車による給水活動体験

水道フェスタで全国のマンホールカード
を展示

水道創設70周年記念でロゴマークを作成

水道創設70周年記念でタンブラーを作成

市
民
に
安
全
性
な
ど
を
Ｐ
Ｒ

水
道
へ
の
理
解
・
関
心
向
上
へ

新
居
浜
市
水
道
創
設
70
周
年
記
念
事
業
の
概
要

水源変化踏まえ創設し70年

次世代においしい水を実現へ

創設70周年を迎え創設70周年を迎え
～ビジョンや経営戦略に 基づく施策を推進～

た新居浜市の上水道た新居浜市の上水道
　

愛
媛
県
新
居
浜
市
は
１
９
５
４
年
３
月
に
上
水
道
布
設
の
事
業
認
可
を
取
得
し
、
創
設
し
て
以
来
、
今
年
で
70
周

年
の
節
目
を
迎
え
た
。
同
市
上
下
水
道
局
で
は
水
道
創
設
70
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
お
り
、
９
月
に
「
新
居
浜
水
道
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４
」
を
開
催
し
た
。
ま
た
、
同
市
の
上
水
道
事
業
は
現
在
、『
新

居
浜
市
新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
』
や
『
新
居
浜
市
水
道
事
業
経
営
戦
略
』
に
基
づ
く
施
策
を
推
進
す
る
一
方
、
上
・
工
・

下
水
道
事
業
へ
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
導
入
な
ど
も
検
討
し
て
い
る
。本
紙
で
は
今
年
４
月
に
就
任
し
た
玉
井
和
彦
・

新
居
浜
市
上
下
水
道
局
長
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
は
じ
め
、
寄
稿
「
新
居
浜
市
水
道
事
業
の
あ
ゆ
み
」
と
、
水
道
創
設

70
周
年
記
念
事
業
の
概
要
に
よ
り
、
同
市
上
水
道
事
業
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。  

（
大
阪
新
聞
部
・
石
上
和
弘
）

今年４月から上下水道局長に就任

別子銅山の旧端出場水力発電所

料金・戦略を見直し事業運営

2027年度からＰＰＰ導入へ

「東洋のマチュピチュ」と呼ばれる別子銅山の東平
(とうなる)地区

新
居
浜
市
水
道
事
業
の
あ
ゆ
み

新
居
浜
市
水
道
事
業
の
あ
ゆ
み

寄稿

玉
井
玉
井  

和
彦
和
彦
氏氏

に
聞
く

に
聞
く

～
節
目
を
迎
え
て
の
決
意
や
重
点
事
業
、
今
後
の
方
向
性
な
ど
～

～
節
目
を
迎
え
て
の
決
意
や
重
点
事
業
、
今
後
の
方
向
性
な
ど
～

新
居
浜
市
上
下
水
道
局
長

新
居
浜
市
上
下
水
道
局
長


